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○ 限られた経営資源（職員・財源等）を最大限に有効活用できるよう、効果的・効率
的な組織づくりを目指します。

基本方針

具体的な取り組み

　総合計画の目標体系に沿った、最少経費で最大の効果をあげられる効率的な行政組織
体制づくりを進めます。各所管課等で抱える問題やその対応について役場全体で情報
共有し、横断的な連携のとれる組織運営を進めます。

単位施策 36 ‒ 01 効果的・効率的な組織体制の整備

□ 町は、町民に行政組織に対する意見等を求めていきます。

協働でできること

葉山町役場庁舎
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基本施策37　人材育成・人材管理の充実

○ 町職員が、常に前向きに考え、行動し、町民との信頼関係を築きながら、職務に対
する責任を全うしています。

基本施策がめざす姿

基本目標11 町民の満足・納得度の高い行政サービスを常に提供しているまち

まちづくり指標

指  標  名 現 状 値 めざそう値 備　考

平成25年度 平成32年度

職員接遇等満足度 56％ 70％ 町民アンケート

職員研修受講率・受講者数 175.8％
（473人）

250％
（672人）

延べ受講者数
/総職員数

○ 効率的で満足度の高い行政サービスを提供するには、その担い手である町職員の人
材育成が欠かせません。職員の人材育成は一朝一夕で成し得ることではなく、求める
人材の採用計画、育成計画を明確化し、日々の業務や研修などを通じ、育成活動を意
識的に実践していくことが重要です。

○ 平成26年５月に地方公務員法の一部が改正されたことに伴い、人事評価制度の実施
が法定事項となります。

○ 葉山町では、平成25年度から管理職を対象とした試行を実施し、平成26年度からは
全職員を対象とした試行を行っています。

○ 今後は、人事評価制度に対する理解を深め、高い評価能力を備えるための研修を充実
させるとともに、同制度の本格運用を目指した取り組みを進めていくことが求めら
れます。

現状と課題

施策分野⑳　行財政運営
［将来像］　 職員の能力が最大限に発揮できていて、社会の変化にも柔軟に対応でき

る効率的な行財政運営が行われている
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○ 人材育成の基本方針を策定し、これに基づき、計画的な人材採用・育成を推進す
るとともに、人事評価制度の導入により、能力・実績主義に基づく適正な人事管
理の推進を図ります。

基本方針

具体的な取り組み

　職員の資質の一層の向上を図り、その有している可能性・能力を最大限に引き出し、
組織力の強化を図るため、人材の採用・育成の基本方針を策定します。
　研修については、職員の接遇能力の向上や、専門知識・技術の習得などをめざし、庁内
研修、近隣市との共同研修、市町村研修センター等の各研修機関が実施する研修など、多
彩な研修を企画・実施します。
　また、研修において職員が学び得た知識・技術を、庁内や各所属で活かすことができ
るよう庁内講師の養成にも併せて取り組み、研修をより効果的・効率的に活用します。

単位施策 37 ‒ 01 人材育成の充実

　平成25年度から試行している人事評価制度の本格導入に向けた取り組みを進めま
す。
　また、職員がいきいきと活力を持って職務に取り組むためには、心身の健康が欠かせ
ないことから、職員安全衛生委員会を活用し、職場環境整備と職員健康管理に取り組み
ます。

単位施策 37 ‒ 02 適正な人事管理の推進

□ 町は、職員研修にあたり、町内の各種団体等において活躍している専門家を講師とし
て招へいします。

協働でできること

職員研修の様子
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基本目標11 町民の満足・納得度の高い行政サービスを常に提供しているまち

基本施策38　健全な財政運営の維持

○ めざすまちづくりに必要な財源を確保し、健全な財政運営を維持しています。
基本施策がめざす姿

まちづくり指標

指  標  名 現 状 値 めざそう値 備　考

平成25年度 平成32年度

公共公益施設整備基金＊39残高 3.7億円 6億円以上

町債＊40残高（一般会計＋下水
道事業特別会計） 140.5億円 現状値以内

○ 葉山町の一般会計の財政規模は、年間90～100億円、財政力指数＊41はここ数年1.0
を下回り普通交付税＊42の交付団体となっています。

○ 平成25年度末の財政調整基金＊43残高は約9億円、一般会計と下水道事業特別会計
を合わせた町債残高は約140億円となっています。

○ 今後、総人口が減少する中、少子高齢化の進展と生産年齢人口の減少傾向などに伴
い、町の大きな財源である個人住民税は減収が予想されます。

○ 高齢社会の進展に伴う社会保障関係費や老朽化が進む公共施設の維持・更新にかか
る経費の増加が見込まれます。

○ こうした中、歳入面では、あらゆる財源の積極的な活用と創意工夫による新たな財源
を確保する一方、歳出面では、PDCAサイクルを活用し、施策・事業の絶え間ない見
直しを行う必要があります。

○ 未来の葉山町のために必要なところには必要な投資をして、町民活動の活性化が図
られるよう、メリハリのある財政運営こそが求められます。

現状と課題

施策分野⑳　行財政運営
［将来像］　 職員の能力が最大限に発揮できていて、社会の変化にも柔軟に対応でき

る効率的な行財政運営が行われている
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○ 創意工夫により財源の確保を図るとともに、経常的経費などの抑制に努め、健全
な財政運営を推進していきます。

基本方針

具体的な取り組み

　町税、その他保険料等については、地域の活性化による収入増を図るとともに、収納対
策を強化し収納率の向上に努め、国及び県支出金については、制度見直しの動向を注視
しつつ、最大限の活用を図ります。
　また、老朽化に伴う公共施設の維持・更新にかかる経費等の財源として、基金等を活
用するとともに、未利用土地の活用や広告収入の獲得など、新たな財源の積極的な開拓
と確保に努めます。

単位施策 38 ‒ 01 財源の確保

　行政評価システムにより事務事業の優先順位づけと取捨選択を行い、歳出の抑制と投
資の重点化を図るとともに、起債の適正な管理を進め、効果的かつ効率的な財政運営を
行っていきます。

単位施策 38 ‒ 02 効果的・効率的な財政運営

　新たな公会計基準に基づく資産台帳・財務諸表を整備するとともに、予算決算、主要
な財政指標などに関して、分かりやすい財政状況の公表資料を作成し、定期的に公表・
説明していきます。

単位施策 38 ‒ 03 分かりやすい財政状況の公表

□ 町は財政事情を分かりやすく解説した資料を情報提供し、町民は財政に関心を持ち、
適正な納税、行政サービスの利用を行います。

協働でできること

＊39  公共公益施設整備基金とは、学校や道路など公共施設の整備のために積み立てる基金のこと。
＊40  町債とは、施設整備などに必要な資金を調達するために、町が国や金融機関から行う借入れのこと。
＊41   財政力指数とは、地方公共団体の財政力を示す指数で、指数が高いほど財源に余裕があるといえる。

1.0を上回れば普通交付税が支給されない不交付団体となり、下回れば支給される交付団体となる。
＊42  普通交付税とは、地域間の財源の偏りを調整するため、所得税などの一定割合を国から地方へ交付される財源のこと。
＊43   財政調整基金とは、災害などが発生し多額な費用が必要なときや財源が不足したときに活用するために積み立てる基

金のこと。
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○ 公共施設の維持保全等が計画的に進められています。
基本施策がめざす姿

まちづくり指標

指  標  名 現 状 値 めざそう値 備　考

平成25年度 平成32年度

（仮称）公共施設維持保全計画
の策定 － 策定

（仮称）公共施設再配置等計画
の策定 － 策定

○ 葉山町では、多くの建物が築30年を経過し、老朽化や社会ニーズの変化に伴う施設
の機能的な劣化により、大規模な改修や建替えを検討すべき時期に来ています。

○ 維持管理の負担や将来の更新費用の負担を少なくするため、公共施設及び町有地の
利活用、再配置や施設の長寿命化、財源の確保及び維持管理等を計画的に行うことが
必要です。

現状と課題

基本目標11 町民の満足・納得度の高い行政サービスを常に提供しているまち

基本施策39　公共施設の有効かつ適切な管理

施策分野⑳　行財政運営
［将来像］　 職員の能力が最大限に発揮できていて、社会の変化にも柔軟に対応でき

る効率的な行財政運営が行われている
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○ 公共施設等総合管理計画、（仮称）公共施設維持保全計画、（仮称）公共施設再配置
等計画を策定し、計画的な維持保全等を進めます。

基本方針

具体的な取り組み

　「葉山町公共施設白書」などを踏まえ、公共施設の保全の方針及び計画を策定し、これ
に基づき、計画的な維持保全を推進します。

単位施策 39 ‒ 01 公共施設の計画的な維持保全の推進

　「葉山町公共施設白書」などを踏まえ、福祉施策や教育施策、協働によるまちづくり施
策等を推進するうえで、最も効果的・効率的な活用ができるように、公共施設再配置の
方針及び計画を策定し、施設の整備・転用・休止・廃止などを順次進めていきます。

単位施策 39 ‒ 02 公共施設の再配置の検討

□ 町は、方針及び計画について、施設利用者や町民、有識者などと情報や問題意識を共
有しながら、協働で検討していきます。

□ 町は、公共施設や町有地の利活用などについて、民間活力の積極的な活用を検討して
いきます。

協働でできること

保育園・教育総合センター 福祉文化会館
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○ 県や他自治体との連携・協力による取り組みによって、得られる利点が活かされ、
町民の利便性が向上し、経費節減にもつながっています。

基本施策がめざす姿

まちづくり指標

指  標  名 現 状 値 めざそう値 備　考

平成25年度 平成32年度

近隣市町村（三浦半島地域）と
連携協力している取り組みの件
数

14件 20件

○ 町民の日常的な生活圏が広がるとともに、行政事務の多様化が進む中、防災や環境、
交通など、単一自治体だけでは解決が難しい課題が多く生じています。

○ 複数の自治体にまたがる広域的な課題に対応するためには、県や他自治体との連携・
協力による取り組みを推進していく必要があります。

現状と課題

基本目標11 町民の満足・納得度の高い行政サービスを常に提供しているまち

基本施策40　県・他自治体との連携・協力

施策分野⑳　行財政運営
［将来像］　 職員の能力が最大限に発揮できていて、社会の変化にも柔軟に対応でき

る効率的な行財政運営が行われている
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○ 広域的な課題の解決に向けて、県や他自治体それぞれの規模や特色に応じた役割
と適切な分担のもとに、連携・協力を図っていきます。

基本方針

具体的な取り組み

　町単独で対応するよりも他自治体と連携・協力した方が、効率的・効果的に進められ
る事務事業については、広域的な取り組みを推進していきます。
　とりわけ、三浦半島地域の活性化に向けて、近隣自治体の連携・協力を強化していき
ます。

単位施策 40 ‒ 01 効果的な連携・協力の推進

□ 町は、町民と協働で取り組める広域連携事業を企画・検討し、推進していきます。

協働でできること

三浦半島（神奈川県立生命の星・地球博物館より）




